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Ⅱ　主な事業別の状況

　１．上水道事業

　

第９表　施設及び業務概要 （単位：人、％）

5 万 人 以 上 3 万 人 以 上 1.5万人以上
15万人未満 5 万 人 未 満 3 万 人 未 満

行政区域内人口 (Ａ)

計 画 給 水 人 口 (Ｂ)

現 在 給 水 人 口 (Ｃ)

（注）用水供給事業を除く。

　（２）収益的収支の状況

74,003 95,253 144,656 1,260,651

　

　決算調査の対象となったのは、27事業である。年間総配水量は対前年度比1.4％減の135,788.49千㎥であり、給水

人口は対前年度比1.2％減の121万4,877人となっている。これを行政区域内人口に対する普及率でみると96.4％、計

画給水人口に対する普及率でみると、85.5％となっている。また、有収率は85.7％となっている。有収率を規模別に

みると、給水人口15万人以上の団体（3団体）が88.8％で最も高い有収率となっている。［第９表］

規 模 別

15万人以上 1.5万人未満 合　　　　計

項　　目

1,214,877

852,500 193,729 78,860 99,025 197,329 1,421,443

776,102 170,637

97.6 95.4 93.8 91.0 95.6

757,612 162,866

計画給水人口に対する
普及率　(Ｃ) ／ (Ｂ)

88.9 84.1 88.0 87.5

行政区域内人口に対す
る普及率(Ｃ) ／ (Ａ)

69,415 86,692 138,292

96.4

70.1 85.5

　

　総収益対総費用比率は115.5％で、前年度に比べ1.6ポイント増となっており、収益費用別では総収益が0.4％減、

また総費用が1.8％減となっている。

　単年度収支で、純損失を生じた事業は1団体であった。（前年度0事業）。

　累積欠損金は7,907万9千円で、前年度に比べ3.6％減となっている。［第10表］

有 収 率 88.8 83.3 81.1 84.6 76.1 85.7
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Ⅱ　主な事業別の状況

　１．上水道事業

　

第９表　施設及び業務概要 （単位：人、％）

5 万 人 以 上 3 万 人 以 上 1.5万人以上
15万人未満 5 万 人 未 満 3 万 人 未 満

行政区域内人口 (Ａ)

計 画 給 水 人 口 (Ｂ)

現 在 給 水 人 口 (Ｃ)

（注）用水供給事業を除く。

　（２）収益的収支の状況

74,003 95,253 144,656 1,260,651

　

　決算調査の対象となったのは、27事業である。年間総配水量は対前年度比1.4％減の135,788.49千㎥であり、給水

人口は対前年度比1.2％減の121万4,877人となっている。これを行政区域内人口に対する普及率でみると96.4％、計

画給水人口に対する普及率でみると、85.5％となっている。また、有収率は85.7％となっている。有収率を規模別に

みると、給水人口15万人以上の団体（3団体）が88.8％で最も高い有収率となっている。［第９表］

規 模 別

15万人以上 1.5万人未満 合　　　　計

項　　目

1,214,877

852,500 193,729 78,860 99,025 197,329 1,421,443

776,102 170,637

97.6 95.4 93.8 91.0 95.6

757,612 162,866

計画給水人口に対する
普及率　(Ｃ) ／ (Ｂ)

88.9 84.1 88.0 87.5

行政区域内人口に対す
る普及率(Ｃ) ／ (Ａ)

69,415 86,692 138,292

96.4

70.1 85.5

　

　総収益対総費用比率は115.5％で、前年度に比べ1.6ポイント増となっており、収益費用別では総収益が0.4％減、

また総費用が1.8％減となっている。

　単年度収支で、純損失を生じた事業は1団体であった。（前年度0事業）。

　累積欠損金は7,907万9千円で、前年度に比べ3.6％減となっている。［第10表］

有 収 率 88.8 83.3 81.1 84.6 76.1 85.7

第10表　決算状況の推移 （単位：千円、％）

34,116,559 33,202,573 32,944,288 33,436,856 33,306,761 △ 0.4

(Ａ) 29,321,768 29,385,203 29,209,752 29,363,752 29,114,228 △ 0.8

30,087,462 28,696,214 28,284,209 29,361,513 28,842,236 △ 1.8

4,184,999 4,523,589 4,660,079 4,075,343 4,467,680 9.6

(Ｂ) 155,902 17,230 9,853 0 3,155 皆増

(Ｃ) 317,538 165,994 135,651 82,039 79,079 △ 3.6

(Ｄ) 0 0 0 0 0 -

0.5 0.1 0.0 0.0 0.0

1.1 0.6 0.5 0.3 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(Ｅ) 27 27 27 27 27 0.0

(Ｆ) 7 3 2 0 1 皆増

(Ｇ) 3 2 1 1 1 0.0

(Ｈ) 0 0 0 0 0 -

の割合 (Ｆ) ／ (Ｅ)

の割合 (Ｇ) ／ (Ｅ)

の割合 (Ｈ) ／ (Ｅ)

113.4 115.7 116.5 113.9 115.5

29 年 度 30 年 度
増 減 率

（30／29）

項　 目

総 収 益

う ち 営 業 収 益

総 費 用

純 利 益

年　 度

26 年 度 27 年 度 28 年 度

25.9

純 損 失

累 積 欠 損 金

不 良 債 務 額

赤字額
等の営
業収益
に対す
る割合

(Ｂ) ／ (Ａ)

(Ｃ) ／ (Ａ)

(Ｄ) ／ (Ａ)

累積欠損金を有する事業数
11.1 7.4 3.7 3.7

事 業 数

純 損 失 を 生 じ た
事 業 数

累 積 欠 損 金 を
有 す る 事 業 数

不 良 債 務 を
有 す る 事 業 数

純損失を生じた事業数

0.0

11.1 7.4 0.0 3.7

総 収 益 対 総 費 用 比 率

（注）うち営業収益（Ａ）は受託工事収益を除く。

3.7

不良債務を有する事業数
0.0 0.0 0.0 0.0
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　（３）資本的収支の状況

第11表　資本的収支の状況 （単位：千円、％）

区 分
増　 　減 　　率

 項 目
年 度

29 年 度 30 年 度
（　30　／　29　）

12,673,435 13,526,280 6.7

7,666,285 7,669,627 0.0

7,902 216,723 2,642.6

20,347,622 21,412,630 5.2

13,333,635 13,234,546 △ 0.7

6,988,242 8,178,084 17.0

企 業 債 3,963,100 4,594,300 15.9

他会計出資金 1,040,482 1,083,560 4.1

他会計負担金 65,563 74,914 14.3

他会計借入金

他会計補助金 204,073 277,478 36.0

25,745 皆減

20,347,622 21,412,630 5.2

　（４）資金繰りの状況

　　　流動比率（流動資産／流動負債）は317.0％と前年度（284.0％）より33.0ポイント増となっている。[第12表]

第12表　資金繰りの状況 （単位：千円、％）

一　時　借　入　金 営業収益に対する割合

200.3 0 0.0

264.3 50,000 0.2

277.1 0 0.0

284.0 0 0.0

317.0 0 0.0

　

　資本的収入（外部資金）は81億7,808万4千円で、前年度69億8,824万2千円より17.0％増､資本的支出は214億1,263

万円で、前年度203億4,762万2千円より5.2％増となっている。

　資本的収入の財源のうち企業債は45億9,430万円で、前年度39億6,310万円より15.9％増、内部資金等の補てん財源

は132億3,454万6千円で、前年度133億3,363万5千円より0.7％減となっている。［第11表］

金　　　　　　　　　　　　額

資
本
的
支
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

そ の 他

計

財
　
　
源
　
　
内
　
　
訳

内 部 資 金

外 部 資 金

う
　
　
　
ち

調 整 項 目

財 源 不 足 額

計

28年度

29年度

30年度

項　 目 
流　　動　　比　　率

一　 時 　借 　入 　金 　の 　状 　況

 年　 度

26年度

27年度
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　（３）資本的収支の状況

第11表　資本的収支の状況 （単位：千円、％）

区 分
増　 　減 　　率

 項 目
年 度

29 年 度 30 年 度
（　30　／　29　）

12,673,435 13,526,280 6.7

7,666,285 7,669,627 0.0

7,902 216,723 2,642.6

20,347,622 21,412,630 5.2

13,333,635 13,234,546 △ 0.7

6,988,242 8,178,084 17.0

企 業 債 3,963,100 4,594,300 15.9

他会計出資金 1,040,482 1,083,560 4.1

他会計負担金 65,563 74,914 14.3

他会計借入金

他会計補助金 204,073 277,478 36.0

25,745 皆減

20,347,622 21,412,630 5.2

　（４）資金繰りの状況

　　　流動比率（流動資産／流動負債）は317.0％と前年度（284.0％）より33.0ポイント増となっている。[第12表]

第12表　資金繰りの状況 （単位：千円、％）

一　時　借　入　金 営業収益に対する割合

200.3 0 0.0

264.3 50,000 0.2

277.1 0 0.0

284.0 0 0.0

317.0 0 0.0

　

　資本的収入（外部資金）は81億7,808万4千円で、前年度69億8,824万2千円より17.0％増､資本的支出は214億1,263

万円で、前年度203億4,762万2千円より5.2％増となっている。

　資本的収入の財源のうち企業債は45億9,430万円で、前年度39億6,310万円より15.9％増、内部資金等の補てん財源

は132億3,454万6千円で、前年度133億3,363万5千円より0.7％減となっている。［第11表］

金　　　　　　　　　　　　額

資
本
的
支
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

そ の 他

計

財
　
　
源
　
　
内
　
　
訳

内 部 資 金

外 部 資 金

う
　
　
　
ち

調 整 項 目

財 源 不 足 額

計

28年度

29年度

30年度

項　 目 
流　　動　　比　　率

一　 時 　借 　入 　金 　の 　状 　況

 年　 度

26年度

27年度

　２．交通事業

　（１）施設及び業務概要

第13表　経営規模

営 業 路 線 ( ㎞ ) 394.5 395.8 395.8 395.7 397.7

運 転 系 統 路 線 ( 本 ) 263 258 260 256 271

在 籍 車 両 ( 両 ) 256 259 259 259 259

平 均 車 齢 ( 年 ) 15.6 13.9 11.9 12.6 11.1

年 間 走 行 キ ロ (千㎞) 7,373 7,166 7,170 7,135 7,140

一 日 走 行 キ ロ (千㎞) 20 20 20 20 20

年 間 輸 送 人 員 (千人) 14,492 14,343 14,322 14,289 14,213

一 日 輸 送 人 員 ( 人 ) 39,704 39,189 39,238 39,148 38,940

年 間 輸 送 収 益 (千円) 3,171,348 3,037,116 2,968,923 3,058,832 2,867,163

一 日 輸 送 収 益 (千円) 8,689 8,298 8,134 8,380 7,855

（注）一般乗合分のみを記載した。

施
　
　
　
　
　
　
設

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務

　交通事業は、青森市及び八戸市においてバス事業が行われている。一般乗合分の在籍車両は259両で、前年度から

増減はない。輸送人員は年間14,213千人、一日当たり38,940人で、前年度に比べ一日208人減となっている。［第13

表］

年　 度 

26 年 度 27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度

 区　 分
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　（２）収益的収支の状況

（単位：千円、％）

4,044,225 4,056,990 3,869,934 3,979,762 3,801,317 △ 4.5

(Ａ) 3,209,395 3,076,527 3,010,107 3,107,065 2,915,455 △ 6.2

5,331,722 3,826,358 3,719,159 3,797,816 3,874,100 2.0

0 230,632 150,775 181,946 0 皆減

(Ｂ) 1,287,497 0 0 0 72,783 皆増

(Ｃ) 2,435,670 2,281,437 2,174,543 2,038,710 2,098,428 2.9

(Ｄ) 336,011 243,629 154,949 0 0 皆減

40.1 0.0 0.0 0.0 2.5

75.9 74.2 72.2 65.6 72.0

10.5 7.9 5.1 0.0 0.0

(Ｅ) 2 2 2 2 2 0.0

(Ｆ) 2 0 0 0 2 皆増

(Ｇ) 2 1 1 1 1 0.0

(Ｈ) 1 1 1 0 0 0.0

の割合 (Ｆ) ／ (Ｅ)

の割合 (Ｇ) ／ (Ｅ)

の割合 (Ｈ) ／ (Ｅ)

75.9 106.0 104.1 104.8 98.1

　

　総収益対総費用比率は、98.1％で前年度（104.8％）に比べ6.7ポイント低くなっている。

　不良債務額については前年度と変わらず発生していない。［第14表］

年　 度

26 年 度 27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度
増 減 率

（30／29）
項　 目

総 収 益

う ち 営 業 収 益

総 費 用

純 利 益

純 損 失

累 積 欠 損 金

不 良 債 務 額

赤字額
等の営
業収益
に対す
る割合

(Ｂ) ／ (Ａ)

(Ｃ) ／ (Ａ)

(Ｄ) ／ (Ａ)

事 業 数

純 損 失 を 生 じ た
事 業 数

累 積 欠 損 金 を
有 す る 事 業 数

不 良 債 務 を
有 す る 事 業 数

純損失を生じた事業数
100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

累積欠損金を有する事業数
100.0 50.0 50.0 50.0

総 収 益 対 総 費 用 比 率

50.0

不良債務を有する事業数
50.0 50.0 50.0 0.0 0.0
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　（２）収益的収支の状況

（単位：千円、％）

4,044,225 4,056,990 3,869,934 3,979,762 3,801,317 △ 4.5

(Ａ) 3,209,395 3,076,527 3,010,107 3,107,065 2,915,455 △ 6.2

5,331,722 3,826,358 3,719,159 3,797,816 3,874,100 2.0

0 230,632 150,775 181,946 0 皆減

(Ｂ) 1,287,497 0 0 0 72,783 皆増

(Ｃ) 2,435,670 2,281,437 2,174,543 2,038,710 2,098,428 2.9

(Ｄ) 336,011 243,629 154,949 0 0 皆減

40.1 0.0 0.0 0.0 2.5

75.9 74.2 72.2 65.6 72.0

10.5 7.9 5.1 0.0 0.0

(Ｅ) 2 2 2 2 2 0.0

(Ｆ) 2 0 0 0 2 皆増

(Ｇ) 2 1 1 1 1 0.0

(Ｈ) 1 1 1 0 0 0.0

の割合 (Ｆ) ／ (Ｅ)

の割合 (Ｇ) ／ (Ｅ)

の割合 (Ｈ) ／ (Ｅ)

75.9 106.0 104.1 104.8 98.1

　

　総収益対総費用比率は、98.1％で前年度（104.8％）に比べ6.7ポイント低くなっている。

　不良債務額については前年度と変わらず発生していない。［第14表］

年　 度

26 年 度 27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度
増 減 率

（30／29）
項　 目

総 収 益

う ち 営 業 収 益

総 費 用

純 利 益

純 損 失

累 積 欠 損 金

不 良 債 務 額

赤字額
等の営
業収益
に対す
る割合

(Ｂ) ／ (Ａ)

(Ｃ) ／ (Ａ)

(Ｄ) ／ (Ａ)

事 業 数

純 損 失 を 生 じ た
事 業 数

累 積 欠 損 金 を
有 す る 事 業 数

不 良 債 務 を
有 す る 事 業 数

純損失を生じた事業数
100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

累積欠損金を有する事業数
100.0 50.0 50.0 50.0

総 収 益 対 総 費 用 比 率

50.0

不良債務を有する事業数
50.0 50.0 50.0 0.0 0.0

　（３）資本的収支の状況

第15表　資本的収支の状況 （単位：千円、％）

区 分
増　 　減 　　率

 項 目
年 度

29 年 度 30 年 度
（　30　／　29　）

384,174 819,042 113.2

389,410 394,599 1.3

747 1,412 89.0

774,331 1,215,053 56.9

113,102 129,068 14.1

661,229 1,085,985 64.2

建 設 改 良 の
ための企業債

他会計補助金 318,629 306,776 △ 3.7

他会計借入金

774,331 1,215,053 56.9

　（４）資金繰りの状況

第16表　資金繰りの状況 （単位：千円、％）

一　時　借　入　金 営業収益に対する割合

46.6 190,937 5.9

77.2 0 0.0

92.4 0 0.0

112.2 0 0.0

109.8 0 0.0

26年度

27年度

う
　
ち

28年度

29年度

30年度

項　 目 

流　　動　　比　　率

そ の 他

4.7

財 源 不 足 額

計

　

　平成27年度から一時借入金はない。

　また、流動比率（流動資産／流動負債）は109.8％で、前年度112.2％より2.4ポイント低くなっている。［第16表］

一　 時 　借 　入 　金 　の 　状 　況

 年　 度

財
　
　
源
　
　
内
　
　
訳

内 部 資 金

外 部 資 金

計

342,600 358,800

　
　資本的収入（外部資金）は10億8,598万5千円で前年度6億6,122万9千円より4億2,475万6千円（64.2％）増加し、資
本的支出については12億1,505万3千円と前年度7億7,433万1千円より4億4,072万2千円（56.9％）増となっている。
［第15表］

金　　　　　　　　　　　　額

資
本
的
支
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金
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　３．病院事業

　（１）施設及び業務概要

第17表　施 設 及 び 概 要

第18表　患者数・病院数の推移

第19表　病床の利用率

70.8

28年度 75.7

71.730年度 86.8 72.6 62.3 71.4 65.4

29年度 72.9 78.1 65.3 62.3 73.9

75.7 69.7 62.9 72.7

71.2 70.8

71.7

71.5

27年度 77.1 76.3 70.7 61.9 70.9

300 床 未 満 200 床 未 満

26年度 77.8 71.5 73.2 61.0

171.0

規　模 
500 床 以 上

300 床 以 上 200 床 以 上 100 床 以 上
100 床 未 満 計

 年　度 500 床 未 満

外来･入院比率 ( ％ ) 183.6 177.3 173.4 171.4

4,410

病 床 利 用 率 ( ％ ) 70.8 71.7 71.5 70.8 71.7

病 床 数 ( 床 ) 4,773 4,771 4,738 4,692

1,188

外来延患者数 (千人) 2,289 2,220 2,140 2,078 2,030

入院延患者数 (千人) 1,247 1,252 1,234 1,213

年　度 
26 年 度 27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度

 項　目

100 床 未 満　　　   8 1 6 1

計 23 7 8 8

200 床 以 上 300 床 未 満 3 3

100 床 以 上 200 床 未 満 7 2 5

500 床 以 上　　　   1 1

300 床 以 上 500 床 未 満 4 2 2

　平成30年度の病院数は23病院であり、その経営主体別の内訳は市が経営する病院が7病院、町が経営する病院が8病

院、一部事務組合等が経営する病院が8病院となっている。［第17表］

　23病院全体での病床数は4,410床(一般病床3,844床、療養病床350床、結核病床0床、精神病床198床、感染症病床18

床）であり、病床利用率は71.7％で前年度を0.9ポイント上回っている。

　病床利用率を規模別に比較すると、100床未満及び200床以上300床未満の病院では70％以下となっているが、それ以

外では70%以上となっている。

　延べ患者数については､年間入院延べ患者数118万8千人、外来延べ患者数203万人、合計で321万8千人となってい

る。［第18・19表］

区　 分 
自 治 体 病 院 数

経　　　　営　　　　主　　　　体

 病院規模 市 町 一部事務組合等
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　３．病院事業

　（１）施設及び業務概要

第17表　施 設 及 び 概 要

第18表　患者数・病院数の推移

第19表　病床の利用率

70.8

28年度 75.7

71.730年度 86.8 72.6 62.3 71.4 65.4

29年度 72.9 78.1 65.3 62.3 73.9

75.7 69.7 62.9 72.7

71.2 70.8

71.7

71.5

27年度 77.1 76.3 70.7 61.9 70.9

300 床 未 満 200 床 未 満

26年度 77.8 71.5 73.2 61.0

171.0

規　模 
500 床 以 上

300 床 以 上 200 床 以 上 100 床 以 上
100 床 未 満 計

 年　度 500 床 未 満

外来･入院比率 ( ％ ) 183.6 177.3 173.4 171.4

4,410

病 床 利 用 率 ( ％ ) 70.8 71.7 71.5 70.8 71.7

病 床 数 ( 床 ) 4,773 4,771 4,738 4,692

1,188

外来延患者数 (千人) 2,289 2,220 2,140 2,078 2,030

入院延患者数 (千人) 1,247 1,252 1,234 1,213

年　度 
26 年 度 27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度

 項　目

100 床 未 満　　　   8 1 6 1

計 23 7 8 8

200 床 以 上 300 床 未 満 3 3

100 床 以 上 200 床 未 満 7 2 5

500 床 以 上　　　   1 1

300 床 以 上 500 床 未 満 4 2 2

　平成30年度の病院数は23病院であり、その経営主体別の内訳は市が経営する病院が7病院、町が経営する病院が8病

院、一部事務組合等が経営する病院が8病院となっている。［第17表］

　23病院全体での病床数は4,410床(一般病床3,844床、療養病床350床、結核病床0床、精神病床198床、感染症病床18

床）であり、病床利用率は71.7％で前年度を0.9ポイント上回っている。

　病床利用率を規模別に比較すると、100床未満及び200床以上300床未満の病院では70％以下となっているが、それ以

外では70%以上となっている。

　延べ患者数については､年間入院延べ患者数118万8千人、外来延べ患者数203万人、合計で321万8千人となってい

る。［第18・19表］

区　 分 
自 治 体 病 院 数

経　　　　営　　　　主　　　　体

 病院規模 市 町 一部事務組合等

　（２）収益的収支の状況

第20表　経営状況の推移 （単位：千円、％）

98,972,627 96,658,314 94,234,134 93,981,728 94,735,038 0.8

(Ａ) 79,010,645 80,459,292 79,554,151 79,918,207 79,822,096 △ 0.1

111,890,567 94,779,804 94,637,974 94,975,231 94,391,614 △ 0.6

674,060 3,193,061 2,636,716 2,006,145 2,401,101 19.7

(Ｂ) 13,592,000 1,314,551 3,040,556 2,999,648 2,057,677 △ 31.4

(Ｃ) 54,485,775 51,725,982 51,939,062 52,359,666 51,994,147 △ 0.7

(Ｄ) 2,618,243 2,092,435 2,290,506 3,273,058 3,837,953 17.3

17.2 1.6 3.8 3.8 2.6

69.0 64.3 65.3 65.5 65.1

3.3 2.6 2.9 4.1 4.8

(Ｅ) 24 24 24 23 23 0.0

(Ｆ) 20 9 14 14 17 21.4

(Ｇ) 17 18 17 16 17 6.3

(Ｈ) 11 8 10 9 11 22.2

の割合 (Ｆ) ／ (Ｅ)

の割合 (Ｇ) ／ (Ｅ)

の割合 (Ｈ) ／ (Ｅ)

88.5 102.0 99.6 99.0 100.4総 収 益 対 総 費 用 比 率

73.9

不良債務を有する施設数
45.8 33.3 41.7 39.1 47.8

37.5 58.3 60.9 73.9

累積欠損金を有する施設数
70.8 75.0 70.8 69.6

施 設 数

純 損 失 を 生 じ た
施 設 数

累 積 欠 損 金 を
有 す る 施 設 数

不 良 債 務 を
有 す る 施 設 数

純損失を生じた施設数

27 年 度 28 年 度

83.3

純 損 失

累 積 欠 損 金

不 良 債 務 額

赤字額
等の医
業収益
に対す
る割合

(Ｂ) ／ (Ａ)

(Ｃ) ／ (Ａ)

(Ｄ) ／ (Ａ)

総 収 益

う ち 医 業 収 益

総 費 用

純 利 益

年　 度

26 年 度 29 年 度 30 年 度

　単年度収支では23施設中6施設で24億110万1千円の純利益を生じたが、17施設が合わせて20億5,767万7千円の純損失

を生じ、累積欠損金は519億9,414万7千円で、前年度523億5,966万6千円から3億6,551万9千円（0.7％）の減となってい

る。

　不良債務額は38億3,795万3千円で、前年度32億7,305万8千円から5億6,489万5千円（17.3％）の増となっている。

[第20表]

増 減 率
（30／29）

項　 目
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　（３）資本的収支の状況

第21表　資本的収支の状況 （単位：千円、％）

区 分
増　 　減 　　率

 項 目
年 度

29 年 度 30 年 度
（　30　／　29　）

3,463,262 4,073,256 17.6

6,645,559 6,774,755 1.9

80,187 80,208 0.0

10,189,008 10,928,219 7.3

3,254,992 3,291,016 1.1

6,881,185 7,519,829 9.3

企 業 債 2,180,400 2,661,600 22.1

他会計出資金 2,008,615 1,851,172 △ 7.8

他会計負担金 2,592,187 2,645,343 2.1

他会計借入金

他会計補助金 48,433 129,789 168.0

52,831 117,374 122.2

10,189,008 10,928,219 7.3

　（４）資金繰りの状況

第22表　資金繰りの状況 （単位：千円、％）

一　時　借　入　金 医業収益に対する割合

65.5 10,284,189 13.0

122.0 10,711,267 13.3

124.7 10,450,625 13.1

122.4 10,367,827 13.0

123.6 10,109,164 12.7

26年度

27年度

28年度

29年度

30年度

　　　流動比率（流動資産／流動負債）は123.6％と前年度（122.4％）より1.2ポイント高くなっている。［第22表］

項　 目 
流　　動　　比　　率

一　 時 　借 　入 　金 　の 　状 　況

 年　 度

財
　
　
源
　
　
内
　
　
訳

内 部 資 金

外 部 資 金

う
　
　
　
ち

調 整 項 目

財 源 不 足 額

計

　資本的収入（外部資金）は75億1,982万9千円（前年度68億8,118万5千円）で、対前年度比9.3％の増、資本的支出も

109億2,821万9千円（前年度101億8,900万8千円）で、対前年度比7.3％の増となっている。財源内訳は、内部資金等補

てん財源が前年度より1.1％の増、外部資金は企業債が22.1％の増、他会計出資金等の一般会計繰入金は0.5％の減と

なっている。［第21表］

金　　　　　　　　　　　　額

資
本
的
支
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

そ の 他

計


